
RTR-500Cの基本的な設定をする

11 RTR-500C 設定ユーティリティを起動します。

21 設定画面の [親機設定 ]をクリックします。

31 [親機設定 ]画面で親機名を入力し、[適用 ]ボタンをクリックします。

親機名 親機を識別するための名前を入力します

41 設定画面で [警報 /モニタリング設定 ]をクリックします。

51 [警報 /モニタリング設定 ]画面で次の情報を入力し、[適用 ]ボタンを
クリックします。

現在値モニタリング * [ON]を選択します

送信 /保存間隔 * 測定値をモニタリングする間隔を選択します

 * 送信 /保存間隔は、子機の記録間隔以上の値を指定してください。 
（子機の記録間隔が 10分の場合、送信 /保存間隔は 10分以上を指定してください。）

 子機登録をする

11 設定画面で [子機設定 ]をクリックします。

21 手元に子機を準備し、[登録 ]ボタンをクリックします。

31 画面の指示に従って子機を RTR-500Cに接続します。

RTR-501 / 502 / 503 / 505 / 507S

子機を RTR-500Cにのせます。

 * 光通信部を下向きにし、親機の光通信部と合わせるようにしてのせてください。

RTR-574 / 576

RTR-574 / 576をパソコンに USB接続します。

RTR-574 / 576を接続しても画面が変わらない場合

USBドライバのインストールに失敗している可能性があります。[機器を認識しないとき
は ]をご覧になり、USBドライバの確認をしてください。

41 [子機登録 ]画面で次の情報を入力し、[登録 ]ボタンをクリックします。

子機名 子機を識別するための名前を入力します

周波数チャンネル 親機 -子機間の無線通信に使用する周波数チャンネルを選択します
親機を複数台設置する場合は、親機同士の無線通信が干渉するのを防ぐため、チャ
ンネルを離して設定してください。

記録モード ワンタイム： 記録データが上限に達すると記録を停止します

エンドレス： 記録データが上限に達すると、一番古いデータか

ら上書きし記録を続けます

記録間隔 記録間隔を選択します

記録間隔と記録可能時間の例

記録間隔

1秒 30秒 15分 60分

RTR-501 / 502 / 505 約 4時間 26分 約 5日 13時間 約 166日 16時間 約 1年 10ヶ月

RTR-503 / 507S / 574 / 576 約 2時間 13分 約 2日 18時間 約 83日 8時間 約 11ヶ月

RTR-501 / 502 / 505（データ記録容量 16,000個）
例：記録間隔 30秒×データ数 16,000個 =480,000秒（約 5日 13時間）
RTR-503 / 507S / 574 / 576（データ記録容量 8,000個）
例：記録間隔 30秒×データ数 8,000個 =240,000秒（約 2日 18時間）

51 子機登録が完了すると、子機は記録を開始します。複数の子機を登録す
る場合は、手順11 から繰り返してください。

子機の登録内容は後から変更できます。登録内容の変更方法、設定項目の詳細については、[操
作ガイド ]－ [便利な機能 ]をご覧ください。

  設置をする
電波強度を確認しながら子機を設置します。 
無線通信距離は、障害物のない見通しのよい直線距離で約 150mです。

設置イメージ

・ 電波強度を確認する方法は、裏面の [  電波強度の確認方法 ]をご覧ください。
・ [はじめにお読みください ]の [無線通信機器設置時の注意事項 ]をご覧ください。
・ 中継機を増設することで障害物を迂回したり、伝送距離を延ばすことができます。詳しく
は、裏面の  をご覧ください。

RTR-500Cでできること

パソコンにソフトウェアをインストールする

11 Windowsを起動し、Administrator（管理者）権限でログインします。

21 CD-ROMを CD/DVDドライブにセットします。

31 [インストールプログラム ]ウィンドウが開きます。

[自動再生 ]ウィンドウが表示された場合

[start.exeの実行 ]をクリックしてください。

[インストールプログラム ]ウィンドウが自動で表示されない場合

CD/DVDドライブ内の [start.exe]のアイコンをダブルクリックしてください。

41 [RTR-500C for Windowsのインストール ]を選択し、[実行 ]ボタンをク
リックします。

51 画面の指示に従ってソフトウェアをインストールしてください。

インストールの途中で、右のような
画面が表示された場合、［インストー
ル］ボタンを選択してください。

61 インストールの完了後、Windows のスタート画面またはスタートメ
ニューに "RTR-500C for Windows"が登録されます。

パソコンに RTR-500Cを接続する

11 スタート画面またはスタートメニューより RTR-500C for Windowsを起
動します。

21 RTR-500C 設定ユーティリティを起動します。

31 付属の USB ケーブルでパソコンに本体を接続します。

 * ソフトウェアのインストールが済んでいないパソコンに本体を接続しないでください。

 * この時点で アダプタを接続する必要はありません。

USB接続

41 USBドライバのインストールが完了すると、本体初期設定の内容が自
動的に表示されます。

上記の設定画面が自動的に表示されない場合

USB ドライバのインストールに失敗している可能
性があります。[ 機器を認識しないときは ] をご覧
になり、USB ドライバの確認をしてください。

ソフトウェアをインストールする前に RTR-500Cをパソコンに接続しないでください
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本製品で用いられる用語について

親機 RTR-500シリーズ親機 
 （RTR-500C / RTR-500MBS(-A) / RTR-500NW / RTR-500AW / RTR-500DC）

子機 RTR-500C対応のデータロガー（RTR-501 / 502 / 503 / 505 / 507S / 574 / 576）

中継機 RTR-500C（中継機として設定）

現在値 子機が計測している最新の測定値

記録データ 子機に記録されている測定値

RTR-500Cを
親機として  使う準備をしよう

RTR-500Cを
親機として  使い始める前に

① 親機として利用する ② 中継機として利用する
親機と子機の間に設置すると無線通信の距離を延長することができます。中継機として利用す

る場合は、弊社オプションアダプタか市販の単３アルカリ乾電池を別途ご用意ください。

中継機については本書裏面をご覧ください。



　電波強度の確認方法

RTR-500Cと子機間の電波強度を確認することができます。

11 RTR-500C 設定ユーティリティを起動します。

21 [無線ルート設定 ]を開き、[電波強度の確認 ]をクリックします。

31 [開始 ]をクリックすると電波強度の確認を開始します。 
完了したら [閉じる ]をクリックします。結果が表示されます。

電波強度確認結果の見方

通信が可能です。

通信が安定しない可能性があります。エラーが頻発する場合

は、子機の設置位置を変更するか、中機器を追加してください。

アンテナのマークが何も表示されないのは通信エラーが発生

している可能性があります。上記同様、子機の設置位置を変

更するか、中継機を追加してください。

電波強度結果リストでは、指定したグループ内の機器同士の電波強度を数値と色で表示

します。
5（緑）

通信が可能です。4（緑）

3（緑）

2（黄） 通信が安定しない可能性があります。エラー
が頻発する場合は、子機の設置位置を変更
するか、中継機を追加してください。1（黄）

（白） 通信が不可能です。

例えば、中継機 2と中継機 1は黄色の 1なので通信が不安定です。
黄色の場合は緑色になるように設置場所等を変更して調整してください。

　LED表示について

LEDは本体の状態を示します。
色 状態 要　因

緑 点灯 USB接続中

緑 点滅 子機と無線通信中、またはパソコンと通信中

オレンジ 点灯 無線通信チャンネルが空いていない（CH BUSY）

LED

準備をする

親機付属のソフトウェアをインストールし、親機の設定、子機の登録まで完
了します。

・ RTR-500Cを親機とする場合は、本書表面をご覧になり、本製品付属のソフトウェアをイ
ンストールしてください。

・ RTR-500NW / 500AW / 500MBS(-A) / 500DCを親機とする場合は、それら親機の基本ガイ
ドをご覧になり、親機に付属しているソフトウェアをインストールしてください。

中継機を登録する　  RTR-500Cを同時に 2台以上　　
パソコンに接続しないでください

・ 中継機登録時には、アダプタの接続や電池をセットする必要はありません。

RTR-500Cを親機とする場合

11 RTR-500C 設定ユーティリティ
を起動します。

21 親機設定した RTR-500Cはパソ
コンから外します。

USBケーブルから外してください

親機設定した
RTR-500C

 * 中継機の登録が済んだ後、再びパソコンに親
機（RTR-500C）を接続します。

RTR-500C以外を親機とする場合

11 設定ユーティリティを起動しま
す。 
RTR-500W 設定ユーティリティ 
RTR-500MBS 設定ユーティリティ 
RTR-500DC設定ユーティリティ

21 付属の USBケーブルで、親機を
パソコンに接続します。

USB接続

31 [中継機設定 ]メニューから [登録 ]ボタンをクリックします。

41 次のような [中継機設定 ]ウィンドウが表示されたら、中継機として使用
する RTR-500Cを付属の USBケーブルでパソコンに接続します。

USB接続

名前シールをご利用ください

中継機として使用する RTR-500Cは、親機設定した RTR-500Cと混同しないよう、十分にご
注意ください。同梱の名前シールなどを利用して本体に目印をつけておくと便利です。

51 USBドライバのインストールが完了すると [中継機登録 ]ウィンドウが
表示されます。グループ名を入力して、[登録]ボタンををクリックします。

中継機登録一覧に登録した中継機が表示されます。

中継機を接続しても画面が変わらない場合

USBドライバのインストールに失敗している可能性があります。[機器を認識しないときは ]
をご覧になり、USBドライバの確認をしてください。

61 中継機として登録した RTR-500Cをパソコンから外します。

RTR-500Cを親機として利用する場合

手順61 の後、再び親機として登録をした RTR-500Cをパソコンに接続してください。

RTR-500NW / 500AWを親機として利用する場合

ネットワーク経由で中継機を登録することができます。詳しくはRTR-500NW / 500AWの [操
作ガイド ]をご覧ください。

設置する

11 中継機の電源を用意します。 
アダプタ（オプション品 AD-06A1）、または市販の単三アルカリ電池 2
本をセットします。

・ 電池を使用した場合、1日 5分の無線通
信で、約 6ヶ月中継機の利用が可能です。

・ 電池寿命は、通信回数、通信環境、電池
性能により異なります。

21 親機、子機、中継機を設置します。 
伝送距離は障害物のない見通しのよい直線距離で約 150mです。

・ [はじめにお読みください ]の [無線通信機器設置時の注意事項 ]をご覧ください。
・ アルカリ電池を長期間機器に入れたままにすると腐食または液漏れを起こすことがありま
す。バックアップ用電源として使用する場合は、2,3年に 1度の交換をおすすめします。

無線ルートの設定と電波強度の確認をする

11 親機付属の [設定ユーティリティ ]を起動します。

21 （RTR-500NW / 500AWのみ） 
[操作 ]メニューの [ネットワーク検索 ]をクリックします。

31 接続対象の親機（RTR-500NWまたは RTR-500AW）を右クリックし、ポッ
プアップメニューより [親機設定 ]を選択します。 
LANパスワードを入力して [OK]をクリックします。

 * [Windowsセキュリティの重要な警告 ]ウィ
ンドウが表示されたら [アクセスを許可す
る ]を選択してください。

41 [無線ルート設定 ]メニューを選択し、設定を行うグループ名を選択します。

51 子機・中継機のアイコンをドラッグアンドドロップし、無線ルートを変
更します。

無線ルートの設定例

左図のように設置すると
[無線ルート設定 ]メニューでは
右図のように表されます。

61 [適用 ]ボタンをクリックして、設定を反映します。

71 電波強度を確認します。  電波強度の確認方法をご覧ください。

電波強度が弱い場合は、設置場所を変更するなどし、よい結果が得られるまで －
の作業を繰り返してください。また、このほか中継機の詳しい使い方は、親機付属の [操
作ガイド ]をご覧ください。

ソフトウェア *をインストールする前に RTR-500Cをパソコンに接続しないでください
 * ソフトウェアは、ご使用になる親機に付属しているものをインストールしてください。中継機として使ってみよう

現在値を表示する

11 RTR-500C for Windowsを起動しま
す。

21 [表示 ]－ [現在値モニタ ]をクリッ
クします。

31 [現在値モニタ ]ウィンドウに現在
値が表示されます。

現在値の表示間隔は、RTR-500C 設定ユーティリティの [警報 /モニタリング設定 ]で変更する
ことができます。詳しくは、表面 の をご覧ください。

"Error"と表示される場合

裏面の [  電波強度の確認方法 ]をご覧ください。

記録データを手動で吸い上げる

11 RTR-500C for Windowsを起動します。

21 記録データを吸い上げたい子機をクリックで選択します。
・ Ctrlキーを押しながらクリックすると、複数の子機を選択することができます。

31 [通信 ]メニューより [記録データ吸い上げ（無線通信）]を選択します。

41 [ファイル名を指定 ...]ボタンをクリックし、吸い上げる記録データの
保存先と保存名を指定した後、[吸い上げ ]ボタンをクリックします。 
吸い上げを開始します。

51 吸い上げが完了します。

RTR-500Cは自動で記録データを収集することができます。設定方法は [操作ガイド ]
－ [記録データを自動で吸い上げる ]をご覧ください。

記録データを表示する

記録データを表示する

11 記録データのファイルをダブルクリック
します。

・ 自動で吸い上げた記録データは、
の で設定したフォルダ内に保存されています。

21 温度・湿度グラフまたはマルチスケール
グラフが開きます。

記録データを印刷する

11 記録データをグラフで開きます。
21 グラフウィンドウのサイズを変更して、グラフ表示の縦横比を調整し
ます。

31 [ファイル ]メニューより [印刷プレビュー ]を選択します。 
印刷イメージを確認します。必要に応じて手順21 に戻り、グラフの
縦横比を変更します。

41 [印刷 ]ボタンをクリックして印刷を開始します。

RTR-500Cを
親機として  使ってみよう

 困ったとき・詳細情報は

基本ガイド（pdf）:
本書を pdfファイルで記載しています。

操作ガイド :
画面・イラストを使ったわかりやすい解決
策や、よくある質問など、本書に記述され
ていない詳しい操作方法を記載しています。

機器を認識しないときは :
の で子機を接続しても画面

が変わらない場合の USBデバイスドライバ
のインストール、確認方法を詳しく記載し
ています。

アップデート情報 :
ソフトウェアとファームウェアのアップデート情報を確認できます。

ユーザ登録・サポート :
弊社Webサイトが開き、ユーザ登録やサポートを受けることができます。


